2004-07-17

UBL JPLSC会議議事録

日時：2004年7月14日（水）9:30～12:00

場所：富士電機グループ第1応接室（ゲートシティ大崎イーストタワー14階）

出席者（敬称略）：

· サンブリッジ・ソリューションズ）伊藤

· 日立システムアンドサービス）高木

· NECソフト）細田

· プロセス経営研究所）川内

· 富士電機情報サービス）斉藤

1． COMLの紹介（伊藤様）

2． UBL仕様の翻訳の確認

2.1 UBL Business Document

(1) 翻訳のレビュー

· THUを輸送処理ユニットと訳す。（DespatchAdvice, ReceiptAdvice, Reusable, 他）

（Reusableに関して）

· CityName：市町村名→市郡区町村名（行政区画）

· StreetNameがTextで，AdditionalStreetNameがNameの理由は何か。（質問項目）

· StreetNameと AdditionalStreetNameは，日本では街，通りなどに相当すると思われる。

· Adress（ABIE）の中のBBIEとしてDepartment（部署）があるが何か。（質問事項）

· InhouseMailの定義の郵便番号はメールボックス番号に直す。

· DeliveryのID：配送番号（納品番号）→配送ID

· RequestedDeliveryDateTime：着荷指定日→納入希望日

· PromizedDateTime：着荷予定日→納入予定日

· ActualDeliveryDateTime：着荷日→納入日

(2) 今後の方針

· 上記の修正事項を修正してUBL TCへ送付する。疑問点・改善提案も示す。（斉藤）

· 日本語としてのExampleを作成したい。Business Documentの各項目の値の理解に有用である。

· 日本語翻訳の考え方を整理する。（斉藤）

2.2　コードリスト

· 取引のためのコード（例：税区分）はどうするか。

· 現状のコードリストは何が規定されているか。

· 現状のコードリストのないコードはどうするのか。ユーザーが勝手に決めるのか。勝手に決めるとUBLの相互運用性の確保は出来るのか。

· UBLの現状のコードリストの状況，課題などをまとめる。必要に応じて，UBLへ質問・改善提案する。（伊藤様）

2.3　UBL本体仕様書（Universal Business Language 1.0）

· 最新仕様書（UBL TCが承認したV1.0，2004年5月21日発行）の日本語翻訳を配布。（伊藤様）

· 現状のものは未チェックで質が悪い。チェック・改善してUBL JPLSCへ送付する。（7月20日の週の前半，伊藤様）

· その後，JPLSCメンバーはチェックしてコメントを出す。

3． 今後の活動計画の検討

3.1　UBLの利用者としてのUBLの理解のための調査研究

以下が必要である。

· Reusableの中の各ABIEの参照関係。

· UBLの各Business Documentの各値（Value）の調査。方法例：スプレッドシートへ値の事例の追加。伝票イメージ図，XMLインスタンスなど。

· IDとCodeの利用方法の理解が必要。

· CCTとDTの理解。

3.2　UBL仕様の翻訳

· CCTとDTは翻訳した方が良いと思われる。（細田様）

· CCTとDTはebXML CCで定義している内容である。翻訳の可否，方法を含めてECOMと相談する。（斉藤）

· 他のLSCが翻訳している以下の仕様書がある。JPLSCとしては，現状としては不要と思われる。

· UBL 1.0 Naming and Design Rules Checklist

· Guidelines For The Customization of UBL V1.0 Schema

· Universal Business Language (UBL) Code List Representation

3.3　UBL利用に向けた課題と対策方針

(1) UBL利用に向けて

· 日本でUBLの利用の方法はどうなるか。UBLをそのまま利用する方法と，日本の従来からの標準メッセージと連携した利用が考えられる。連携した利用方法の1つとして，UBLと日本の標準メッセージのデータ項目のマッピングが考えられる。

· 注文情報の標準メッセージについて，UBLとECALGA，UBLとJEDICOSの簡略マッピングをECOMが昨年度実施した。

· UBL JPLSCの活動としても，この活動を推進したい。

· 日本でのUBLの利用の考え方，利用方法，ガイドライン，活動方法などをまとめる。（伊藤様）

(2) ビジネスドキュメントヘッダーについて

· UN/CEFACTがStandard Business Document Headerを作成している。この仕様の利用が必要と思われる。（細田様）

· ECOMに確認する。（斉藤）

3.4 UBL TC コペンハーゲン会議について

· 斉藤は参加する。機会があればJPLSCの活動をプレゼンテーションする。プレゼンテーション資料は，事前にJPLSCメンバーにチェック頂く。

· 高木様は参加を検討中。

4． 次回の予定

· 日時：8月31日（火）9:30～12:00

· 場所：サンブリッジ・ソリューション（予定）
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